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私 の 理 論×実 践

阿南市が抱える課題に、管理が行き届かない放置竹林があります。実際に整備された竹林の美しさ

にも触れ、そんな環境を守れないかと、竹の活用促進として竹炭を使ったバスボムの開発に取り組み

ました。商品開発に興味があったことに加えて、「地域課題解決実践論」でフードロス削減をめざす

SDGｓ社会貢献型店舗 「ガモール堂」の運営に携わった経験がアイデアのもとに。農家や商店の方

からアドバイスをもらいながら、今後はバスボムを完成させるだけでなく、“バスボムづくりのワークショップ”

として地域イベントなどで活用できる企画に仕上げることが目標です。

地域の多様なニーズに応えながら、地域創生や

地域振興の一翼を担う人材になりたいと思っている人。

経済学を中心として経営学などの理論を学び、

その理論を地域で実践的に活用して行動できる人。

地域において他者と協力して物事を成し遂げることに

意義と喜びを感じられる人。

異なる意見や考えを持つ人と積極的にコミュニケーションを取り、

合意形成を行う姿勢を持てる人。

みなさんが生まれ育った地域には、みなさんにとっては
当たり前でも、それを知らない人からすれば、
魅力的な“何か”があるかもしれません。
まずはその“何か”を探してみませんか？

地域創生学部

FACULTY OF REGIONAL DEVELOPMENT

DEPARTMENT OF REGIONAL DEVELOPMENT

地域創生学科

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

担当教員

名 前 職 階 専 門

浦崎 太郎 教授 地域連携・教育

岡山 朋子 教授
廃棄物管理、循環型社会政策、
再生可能エネルギー

白土 健 教授 こどもに関わる消費ビジネス

谷ノ内 識 教授 広報・PR論

西山 巨章 教授 地域金融、財政、地方創生

福島 真司 教授 非営利組織のマーケティング

この学科がめざすこと

日本の未来を創造する“地域人”に

3つのポイント

カリキュラム

「地域課題解決実践論」では、マーケティングの

知識や「地域実習」での経験をもとに、学生が

主体となってガモール堂や豊島区内の中小規

模公園での実践的な活動などに挑戦できます。

学生自身が地域経済を
動かす主体となる

めざしているのは、知識を実践につなげ、理論

を行動に生かすこと。まずは知識・理論の軸と

なる経済学や経営学を学び、地域創生に貢

献するための基礎力を身につけます。

経済・経営の知識と理論を
実践と行動につなげていく

「地域実習」では、自治体職員や地場産業の

経営者、観光業や地元商店街のスタッフ、農

業従事者など、日々地域で活動している人々の

生の声を聞き、協力を得ながら学修を進めます。

現地の人々とのつながりが
地域活性化の扉を開く
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卒業論文一例

●音楽フェスティバルを活用した地域活性化

●路面電車は地域に経済効果を生み出すか

●シニアの地域活動における高齢者大学の
可能性について

●長距離自然歩道が地域への愛着を醸成する
可能性

TOPIC

首都圏と地域を結んで展開する「地域実習」

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ taisho22.chiikikouhou

私 の 理 論×実 践 商品開発で地域の課題を解決する。

阿南市が抱える課題に、管理が行き届かない放置竹林があります。実際に整備された竹林の美しさ

にも触れ、そんな環境を守れないかと、竹の活用促進として竹炭を使ったバスボムの開発に取り組み

ました。商品開発に興味があったことに加えて、「地域課題解決実践論」でフードロス削減をめざす

SDGｓ社会貢献型店舗 「ガモール堂」の運営に携わった経験がアイデアのもとに。農家や商店の方

からアドバイスをもらいながら、今後はバスボムを完成させるだけでなく、“バスボムづくりのワークショップ”

として地域イベントなどで活用できる企画に仕上げることが目標です。

鷲田 勝喜
地域創生学科 4年
東京都
晴海総合高等学校
出身

地域の多様なニーズに応えながら、地域創生や

地域振興の一翼を担う人材になりたいと思っている人。

経済学を中心として経営学などの理論を学び、

その理論を地域で実践的に活用して行動できる人。

地域において他者と協力して物事を成し遂げることに

意義と喜びを感じられる人。

異なる意見や考えを持つ人と積極的にコミュニケーションを取り、

合意形成を行う姿勢を持てる人。

地域創生学科の“学びのフィールド”

地
域
創
生
学
部

地
域
創
生
学
科

地域実習
日本各地で行われる「地域実習」。徳島県阿南

市では、SDGsを下地にしながら各学生が地域

創生や地域の課題解決に取り組みます。自治

体や企業、阿南市に暮らす方々と協力して

地域PR、環境資源の活用、地域行政など

多様なテーマについて調査研究を行いました。

担当教員

名 前 職 階 専 門

浦崎 太郎 教授 地域連携・教育

岡山 朋子 教授
廃棄物管理、循環型社会政策、
再生可能エネルギー

白土 健 教授 こどもに関わる消費ビジネス

谷ノ内 識 教授 広報・PR論

西山 巨章 教授 地域金融、財政、地方創生

福島 真司 教授 非営利組織のマーケティング

名 前 職 階 専 門

宇都宮 仁 准教授 理論経済学、経済政策論、地域通貨

大橋 重子 准教授 経営組織、組織行動、人的資源管理、キャリア

金子 洋二 准教授 非営利組織論、社会起業論、コミュニティデザイン

高橋 若木 准教授 哲学

高柳 直弥 准教授
マーケティング、ミュージアムマネジメント、
コミュニティリレーションズ

米崎 克彦 准教授 ゲーム理論、国際貿易、交通経済学

出川 真也 専任講師 地域創生の教育学（社会教育･生涯学習論）

仲北浦 淳基 専任講師 経済学説史、経済思想史

西林 勝吾 専任講師 環境経済学・政策論、経済学史・思想史

天野 浩史 助教 臨床社会学、市民社会論、フィールド教育

地域創生学科では、1年次から3年次まで、それぞれ数週間にわたる

「地域実習」を実施しています。2023年度は、1年生が12のテーマ

のもと、首都圏での実習に参加。また、2年生は宮城県や静岡県、

宮崎県など10の地域に分かれてプロジェクトに参加、3年生は全国

20都道府県30市町村を訪れ、一人ひとりの興味・関心に沿った

地域プロジェクトにチャレンジしました。学生は都市と地方の視点

の双方を身につけながら、課題解決能力を磨いていきます。

DNP使用欄

ネ
ー
ム
校
了
紙
体
裁
校
了
紙

色
調
校
了
紙

色

　
見

　
本
※

仕上サイズ 左アキ
天  地 297
左  右 210

Confidential

受
注
ナ
ン
バ
ー

12674966 0061
色
数

4

品
　
　
名

2025
年
度
　
大
学
案
内

2=4R22=61
出
校
回
数

2

会
　
社
　
名
（
株
）D
N
P
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ート

3Q
フ
ル
ブ
リッジ

 

57

58

国や地方の公務員として、

地域や社会の未来を創造したいと考えている人。

社会のために役に立ちたいけれど、

何から始めたらいいのかわからない人。

世の中の制度や仕組みに違和感や疑問を持っている人。

日本のみならず世界中の人たちと協力しながら社会を

変えていく意欲を持っている人。

学内のみならず多くの人 と々積極的に

コミュニケーションを取りたい人。

地域創生学部

FACULTY OF REGIONAL DEVELOPMENT

DEPARTMENT OF PUBLIC POLICY

公共政策学科

「公共」の「政策」と難しく考えずに、社会に対して感じる疑問について、
自分なりに答えを探ってみることが大切。

まずは身近な物事に興味を持つことが、学びの原動力になるはずです。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

私 の 理 論×実 践

伝統文化の継承をテーマに西陣織や京小紋の工房、狂言師の稽古場などを訪れました。京都市長

にもインタビューを行い「伝統は常に新しいものを吸収して発展している」と言われたのが気づきに。

事前に想定していた後継者不足という課題以外にも着手すべき課題があり、日本文化の魅力をどう

外国人に発信するかを個人の研究テーマとして深める示唆を得ることができました。現在は宿泊施設を

活用した、外国人客と市民をつなぐ催しのあり方を研究しています。

担当教員

名 前 職 階 専 門

鵜川 晃 教授 多文化間精神保健学、医療人類学

江藤 俊昭 教授 地方自治、地方政治

柏木 千春 教授 観光まちづくり、観光地域のマーケティング

首藤 正治 教授 自治体経営、まちづくり

高橋 正弘 教授 環境教育、環境政策

塚﨑 裕子 教授 労働政策、ダイバーシティマネジメント

中村 健 教授 地方自治

本田 裕子 教授 野生生物保護、自然環境保全

村橋 克則 教授 観光、地方創生

この学科がめざすこと

社会の実情を学び、解決策を考える

3つのポイント

カリキュラム

2年次からはコミュニティ政策や環境政策、

文化政策、観光政策など、個別具体的な

テーマの科目についての履修がスタート。各分

野の教員陣が臨場感のある授業を展開します。

分野別に理解を深める
基礎部門・政策領域部門

「公共政策」が向き合う対象は、環境問題か

ら文化事業、観光事業までさまざま。政治学

や行政学、経済学、社会学などを学ぶことで、

課題解決につながる基礎力を身につけます。

社会科学を多角的に学び
課題解決につなげていく

1年次から首都圏の自治体でのフィールドワーク

型の実習に挑戦。グループで地域住民への

インタビューなどを経験しながら、社会の課題

を見つけて解決するための力を養います。

講義で学んだ理論や知識を
フィールドワークで実践
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TOPIC

在学生の多くが国家・地方公務員を志望しています。全学で実

施されている公務員講座への参加率も高く、学生同士で切磋

琢磨し公務員試験合格をめざしています。3年次の「公共政策

実習」では市（区）役所など行政組織でのインターンシップも可

能。教員には元市長や元議員、国家公務員経験者がおり、国

や市町村行政の生の情報に触れることができ、学びへの意欲を

維持・向上させる仕組み・環境が整っています。

公務員試験合格への環境・サポート体制が充実 卒業研究一例

●見えにくいホームレスの実態と支援に対する認識 
－利用理由と利用までの障壁－

●成功都市から学ぶ矢板市の食を生かしたまち
おこしの方向性

●障害者就労継続支援B型事業所の工賃向上に
ついての研究

●環境モデル都市での低炭素社会構築に向けた
環境政策について

公共政策学科の“学びのフィールド”
国や地方の公務員として、

地域や社会の未来を創造したいと考えている人。

社会のために役に立ちたいけれど、

何から始めたらいいのかわからない人。

世の中の制度や仕組みに違和感や疑問を持っている人。

日本のみならず世界中の人たちと協力しながら社会を

変えていく意欲を持っている人。

学内のみならず多くの人 と々積極的に

コミュニケーションを取りたい人。

「公共」の「政策」と難しく考えずに、社会に対して感じる疑問について、
自分なりに答えを探ってみることが大切。

まずは身近な物事に興味を持つことが、学びの原動力になるはずです。

地
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科

私の 理 論×実 践 現地調査での気づきが新たな研究テーマに。

伝統文化の継承をテーマに西陣織や京小紋の工房、狂言師の稽古場などを訪れました。京都市長

にもインタビューを行い「伝統は常に新しいものを吸収して発展している」と言われたのが気づきに。

事前に想定していた後継者不足という課題以外にも着手すべき課題があり、日本文化の魅力をどう

外国人に発信するかを個人の研究テーマとして深める示唆を得ることができました。現在は宿泊施設を

活用した、外国人客と市民をつなぐ催しのあり方を研究しています。

金子 愛
公共政策学科 4年
東京都
葛飾総合高等学校
出身

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ Taisho_koukyo

@ taisho_koukyo

担当教員

名 前 職 階 専 門

鵜川 晃 教授 多文化間精神保健学、医療人類学

江藤 俊昭 教授 地方自治、地方政治

柏木 千春 教授 観光まちづくり、観光地域のマーケティング

首藤 正治 教授 自治体経営、まちづくり

高橋 正弘 教授 環境教育、環境政策

塚﨑 裕子 教授 労働政策、ダイバーシティマネジメント

中村 健 教授 地方自治

本田 裕子 教授 野生生物保護、自然環境保全

村橋 克則 教授 観光、地方創生

名 前 職 階 専 門

大沼 みずほ 准教授 少子化対策、女性活躍推進

髙瀨 顕功 准教授 宗教学、宗教社会学

爲我井 慎之介 准教授 行政学、地方自治、地方政治

西元 加那 専任講師 法律学、刑法、医事法

阿部 拓真 助教 スポーツ政策、公共経営

特任教員

名 前 職 階 専 門

片山 善博 特任教授 地方自治、地域政策

公共政策実習Ⅰ～Ⅲ
1年次は首都圏の自治体（豊島区等）での実習

を通じてまちづくりの基礎を学びます。2年次

は地方都市での滞在型の実習を通じて課題

解決の具体的な方策を学びます。3年次は

自治体や公共に関する職場でのインターン型

実習を通じてキャリアへの意識を高めます。
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